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『
権
力
者
と
江
戸
の
く
す
り
」

医
薬
行
政
の
根
幹
に
関
わ
る
よ
う
な
問
題
や
矛
盾
が
相
次
い
で
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
今
日
の
事
態
を
考
え
る
と
き
、
そ
も
そ
も

わ
が
国
の
医
薬
行
政
の
出
発
点
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
改
め
て

問
い
た
く
な
る
。

本
書
は
、
現
代
の
医
薬
行
政
の
深
刻
な
問
題
を
、
遠
く
江
戸
時
代
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
察
し
よ
う
と
い
う
問
題
意
識
を
持
っ
て
、
近
年

の
論
考
を
三
話
に
ま
と
め
た
意
欲
作
で
あ
る
。
表
題
は
、
内
容
に
比
し

て
、
や
や
生
硬
な
感
を
与
え
な
く
も
な
い
が
、
「
権
力
者
」
と
は
将
軍
の

ほ
か
、
こ
こ
で
は
主
に
尾
張
藩
主
を
指
し
て
い
る
。

第
一
話
は
、
「
江
戸
時
代
の
人
参
栽
培
と
薬
師
信
仰
」
と
し
て
、
江
戸

中
期
に
尾
張
藩
薬
園
か
ら
日
光
東
照
宮
に
人
参
が
献
上
さ
れ
た
謎
の
解

明
を
テ
ー
マ
と
す
る
。
吉
宗
の
人
参
栽
培
政
策
に
よ
る
国
産
人
参
の
安

定
供
給
は
、
庶
民
の
考
え
方
を
「
吉
宗
の
御
深
仁
」
に
収
敵
す
る
効
果

が
あ
っ
た
と
評
価
す
る
。
日
光
で
栽
培
さ
れ
た
御
種
人
参
は
尾
張
藩
に

も
下
付
さ
れ
る
。
こ
れ
は
御
下
屋
敷
御
薬
園
で
栽
培
さ
れ
、
三
村
森
軒

ら
の
努
力
に
よ
っ
て
、
人
参
製
法
が
完
成
す
る
。
こ
の
尾
張
御
薬
園
製

の
人
参
が
吉
宗
の
上
覧
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
幕
府
を
通
じ
て
日
光
山

に
も
献
上
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
献
上
の
理
由
と
意
義
を
、
家
康
・

天
海
の
構
築
し
た
薬
師
如
来
信
仰
に
も
と
づ
く
支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を

補
完
す
る
た
め
の
儀
式
と
説
き
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
権
力
と
薬

本
体
八
六
○
○
円
〕

と
薬
園
と
、
そ
し
て
宗
教
が
非
常
に
離
れ
が
た
く
結
び
付
い
て
い
た
こ

と
を
指
摘
す
る
。

第
二
話
は
、
「
将
軍
か
ら
下
賜
さ
れ
た
国
産
葡
萄
酒
」
と
し
て
、
尾
張

藩
「
事
蹟
録
」
の
正
保
元
（
一
六
四
四
）
年
の
条
に
あ
る
「
日
本
制
之
葡

萄
酒
」
の
記
事
を
取
り
上
げ
、
国
産
葡
萄
酒
に
関
す
る
最
古
の
新
出
史

料
と
し
て
考
証
し
、
国
産
葡
萄
酒
が
尾
張
藩
主
徳
川
義
直
に
下
賜
さ
れ

た
意
味
を
問
う
。
甲
斐
勝
沼
大
善
寺
の
葡
萄
薬
師
如
来
の
存
在
と
つ
な

げ
て
、
薬
酒
と
し
て
の
葡
萄
酒
の
薬
師
如
来
と
薬
酒
と
薬
園
の
密
接
な

関
係
を
指
摘
す
る
。

第
三
話
は
、
「
殿
様
か
ら
下
賜
さ
れ
た
御
側
の
御
薬
」
と
し
て
、
全
部

で
一
○
七
冊
あ
る
と
い
う
尾
張
藩
『
御
小
納
戸
日
記
』
の
医
薬
記
事
に

関
す
る
、
は
じ
め
て
の
ま
と
ま
っ
た
分
析
・
紹
介
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
。
尾
張
藩
で
は
、
江
戸
後
期
に
な
る
と
、
藩
御
薬
園
で
栽
培
さ
れ
た

薬
用
人
参
を
は
じ
め
中
風
の
薬
・
烏
犀
円
や
狂
犬
病
薬
な
ど
が
藩
主
の

御
側
に
常
備
さ
れ
て
お
り
、
藩
主
よ
り
の
御
薬
と
し
て
藩
士
に
あ
た
え

ら
れ
、
領
民
に
も
疫
病
の
御
薬
が
下
賜
さ
れ
る
こ
と
が
慣
行
化
し
て
い

た
こ
と
が
豊
富
な
事
例
で
示
さ
れ
る
。
薬
を
媒
介
に
し
た
領
主
と
藩

士
・
領
民
の
支
配
関
係
を
如
実
に
解
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
御
深
井
御

薬
園
を
管
理
し
た
御
薬
園
預
細
井
氏
の
経
歴
、
人
と
な
り
、
家
計
や
そ

の
運
命
な
ど
に
つ
い
て
も
考
察
し
、
藩
御
薬
園
が
藩
主
の
き
わ
め
て
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
だ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

本
書
は
、
愛
知
県
が
大
府
市
内
に
建
設
を
予
定
し
て
い
る
「
愛
知
県

薬
草
園
」
の
復
元
展
示
施
設
「
尾
張
藩
御
深
井
御
庭
御
薬
園
」
に
関
す

る
調
査
の
た
め
に
結
成
さ
れ
た
尾
張
本
草
学
研
究
会
に
お
け
る
著
者
の
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調
査
・
研
究
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
評
者
も
同
研
究
会
に
お
い
て
著

者
と
同
席
し
た
一
人
で
あ
る
。
著
者
が
、
限
ら
れ
た
条
件
の
中
で
、
精

力
的
に
史
料
を
発
掘
し
て
会
を
リ
ー
ド
さ
れ
た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。
同
研
究
会
の
成
果
を
も
含
め
て
、
尾
張
本
草
学
に
関
す
る
新
発
見

の
い
く
つ
か
が
、
著
者
の
デ
ビ
ュ
ー
作
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
誠

に
喜
ば
し
い
。

ま
た
本
書
は
、
江
戸
の
歴
史
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
意
図
さ
れ
た
も

の
か
、
余
話
が
四
題
「
現
代
生
活
の
中
の
江
戸
、
手
紙
と
住
ま
い
」
「
江

戸
の
通
信
手
段
「
注
進
手
札
」
」
「
尾
張
藩
江
戸
屋
敷
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
「
町
屋
匡
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
て
、
江
戸
の
時
代
相
が
わ
か
り
や

す
く
理
解
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

（
遠
藤
正
治
）

〔
北
樹
出
版
二
Ｔ
剛
‐
畑
東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
一
’
二
’
六
、
電
話
○
三

’
三
七
一
五
’
一
五
二
五
、
平
成
十
年
四
月
、
四
六
判
一
九
七
頁
、
本

体
二
○
○
○
円
〕

琉
球
大
学
医
学
部
附
属
地
域
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
編

『
沖
縄
の
歴
史
と
医
療
史
』

「
沖
縄
の
歴
史
と
医
療
史
」
と
い
う
表
題
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
た
。
先

に
出
版
さ
れ
た
「
沖
縄
の
疾
病
と
そ
の
特
性
」
に
つ
ぐ
、
第
二
集
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
発
刊
の
辞
に
、
「
永
い
歴
史
の
中
で
地
域
や
個
人
の

生
活
環
境
は
相
互
に
作
用
し
合
い
疾
病
の
発
現
や
病
態
へ
影
響
し
、
さ

ら
に
遺
伝
子
発
現
等
に
も
影
響
し
た
と
考
え
、
今
回
は
歴
史
的
な
部
分

に
焦
点
を
あ
て
ま
し
た
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
地
域
の
疾
病
と
医
療
史
を
、

あ
え
て
「
沖
縄
の
歴
史
と
医
療
史
」
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
沖
縄
の
地
域

性
、
特
殊
性
を
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

沖
縄
は
日
本
の
最
南
端
に
位
置
す
る
亜
熱
帯
地
域
で
、
他
地
域
と
は

異
な
っ
た
気
候
・
風
土
で
あ
る
。
ま
た
、
歴
史
を
遡
る
と
内
地
の
諸
国

と
は
そ
の
成
立
経
緯
も
異
な
り
、
首
里
城
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
琉

球
王
国
と
し
て
独
自
の
文
化
の
花
を
咲
か
せ
た
。
近
世
以
後
は
薩
摩
（
幕

府
）
の
進
攻
と
支
配
を
受
け
、
維
新
後
は
明
治
政
府
に
よ
る
強
制
的
な

「
沖
縄
県
」
へ
の
移
行
が
あ
り
、
太
平
洋
戦
争
で
は
沖
縄
本
島
が
戦
場

と
化
し
て
殺
裁
に
遭
い
、
敗
戦
後
は
米
国
海
軍
軍
政
府
の
監
督
下
に
あ

っ
て
自
治
権
を
失
っ
た
。
日
本
に
復
帰
し
た
現
在
も
未
だ
に
基
地
問
題

を
抱
え
て
い
る
な
ど
、
政
治
的
に
も
希
有
な
体
験
を
持
つ
島
国
と
い
う

こ
と
が
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
沖
縄
独
特
の
環
境
と
歴
史

を
無
視
し
て
医
療
と
そ
の
歴
史
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
書
は
そ

の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
Ｉ
部
「
沖
縄
（
琉
球
）
医
史
概
略
」
、
Ⅱ
部
「
歴

史
の
中
の
医
療
史
」
、
Ⅲ
部
「
沖
縄
医
療
史
の
展
開
」
の
三
部
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
沖
縄
と
い
う
地
域
の
歴
史
的
背
景
を
把
握
し
な
が
ら
沖
縄

の
医
療
の
過
去
・
現
在
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
編
集
さ
れ
て
い
る
。

年
表
の
類
は
、
一
般
的
に
参
考
事
項
と
し
て
巻
末
に
付
け
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、
本
書
で
は
ま
ず
Ｉ
部
で
沖
縄
の
医
史
関
係
記
事
（
年
表
）

に
目
を
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
沖
縄
医
史
の
概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
後
続
の
医
療
史
の
理
解
を
助
け
て
い
る
。

Ⅱ
部
で
は
、
沖
縄
の
先
史
時
代
か
ら
今
日
ま
で
の
沖
縄
史
の
概
説
と
医

療
史
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
「
黎
明
期
の
医
療
制
度
」
と
「
民
間
療
法
（
ま

じ
な
い
的
療
法
）
」
に
関
す
る
記
事
、
保
健
医
療
の
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
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